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第
75
回
・
町
村
議
会
広
報

研
修
会
に
、
委
員
8
名
、
事
務

局
2
名
の
大
所
帯
で
2
日
間
の
、

有
意
義
な
研
修
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

中
身
の
濃
い
研
修
内
容
を
生

か
し
、
今
後
も
よ
り
一
層
見
や

す
さ
読
み
や
す
さ
を
求
め
、
改

善
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
研
修
の
ひ
と
コ
マ

を
紹
介
し
報
告
と
い
た
し
ま
す
。

　

文
章
表
現
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、

山
田
ズ
ー
ニ
ー
氏
の
ユ
ニ
ー
ク

な
内
容
で
研
修
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　

も
し
宇
宙
人
発
見
の
ニ
ュ
ー

ス
が
発
表
さ
れ
た
と
し
て
、
あ

な
た
な
ら
ど
れ
を
信
じ
ま
す
か
。

　

1
、
東
ス
ポ

　

2
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
掲

　
　

示
板

　

3
、
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
笑
っ
て

　
　

い
い
と
も
の
番
組
中
字
幕

　
　

ス
ー
パ
ー
で

　

4
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
7
時
の
ニ
ュ

　
　

ー
ス
で

　

5
、
日
経
新
聞
の
号
外
で

あ
な
た
な
ら
ど
れ
を
信
じ
ま
す

か
。

　

第
一
分
科
会
の
135
名
の
多

く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
、

次
に
日
経
新
聞
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
は
い
か
が
で
す
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
違
う
見
方
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
こ
こ
で
講
師

は
お
か
し
く
な
い
で
す
か
と
、

振
っ
て
き
ま
し
た
。

　

書
い
て
あ
る
こ
と
、
言
っ
て

い
る
こ
と
、
す
べ
て
が
一
緒
な

の
に
な
ぜ
違
う
の
か
、
同
じ
ニ

ュ
ー
ス
な
の
に
な
ぜ
差
が
で
る

の
か
。

　

会
議
に
置
き
換
え
れ
ば
、
同

じ
意
見
を
持
っ
て
い
て
も
人
が

違
え
ば
、
賛
否
が
変
わ
る
可
能

性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　

報
告
し
つ
く
せ
ま
せ
ん
が
、

講
師
は
自
分
の
メ
デ
ィ
ア

力
ア
ッ
プ
の
必
要
性
を
唱

え
て
い
ま
し
た
。

　

自
分
の
メ
デ
ィ
ア
力
と
は
、

自
分
が
信
頼
さ
れ
て
い
れ
ば
言

葉
は
届
き
や
す
く
な
る
。

　

不
信
感
を
持
た
れ
て
い
れ

ば
、
同
じ
こ
と
を
言
っ
て
も
悪

く
と
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
最

悪
、
言
葉
は
届
か
な
い
。

　

自
分
と
い
う
人
間
性
を
高
め

な
が
ら
伝
え
る
工
夫
が
必
要
と

言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

…
何
を
言
う
か
よ
り
、
だ
れ
が

言
う
か
…
こ
ん
な
捉
え
方
も
で

き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

な
に
か
の
参
考
に
な
れ
ば
、

幸
い
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
長

小
井
土
哲
雄

　

最
近
の
焼
却
施
設
の
現
状
を

把
握
す
る
目
的
で
、
近
県
の
３

ヵ
所
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

最
初
の
小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
は
、
埼
玉
県
北
西
部
の

本
庄
市
を
中
心
に
、
6
市
町
村

人
口
約
14
万
人
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
の
ど
か
な
田
園
風
景
の

広
が
る
地
帯
で
、
周
辺
に
は
視

界
を
遮
る
大
き
な
建
造
物
は
無

く
、
遠
く
か
ら
所
在
の
確
認
が

で
き
る
施
設
で
あ
る
。

　

焼
却
能
力
は
228
ｔ
／
日
、
ス

ト
ー
カ
方
式
に
よ
る
火
格
子
３

基
の
炉
で
処
理
、
発
熱
利
用
の

蒸
気
タ
ー
ビ
ン
発
電
、
温
水
利

用
の
福
祉
施
設
、
焼
却
灰
溶
融

処
理
施
設
、
粗
大
ご
み
処
理
施

設
、
公
害
防
止
シ
ス
テ
ム
等
を

有
し
た
、
巨
大
な
施
設
で
あ
る
。

　

事
業
費
約
137
億
７
千
万
円
を

投
じ
て
、
平
成
12
年
4
月
に
事

業
開
始
を
し
て
い
る
。

　

計
画
当
初
、
建
設
予
定
地
か

ら
500
ｍ
以
内
に
、
反
対
地
権
者

が
居
住
し
て
お
り
、
建
設
予
定

地
を
500
ｍ
移
し
て
認
可
を
得
た

と
の
こ
と
、
現
在
は
こ
の
法
律

は
存
在
し
な
い
。

　

６
階
の
窓
か
ら
周
囲
を
見
渡

す
と
、
眼
下
に
は
緑
い
っ
ぱ
い

の
野
菜
畑
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

所
沢
で
野
菜
の
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
が
問
題
と
な
っ
た
頃
と
記
憶

す
る
が
、
よ
く
地
元
合
意
が
得

ら
れ
た
も
の
と
感
心
す
る
。

　

温
浴
施
設
は
隣
接
地
に
３
階

建
で
、
50
ｍ
の
温
水
プ
ー
ル
・

幼
児
プ
ー
ル
、
浴
室
浴
槽
各
種
、

世
代
間
交
流
ス
ペ
ー
ス
・
健
康

づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
等
、
誠
に
す

ば
ら
し
い
施
設
で
あ
る
が
、
利

用
者
が
少
な
く
赤
字
経
営
と
頭

を
か
か
え
て
い
た
。

　

所
沢
と
富
士
吉
田
の
施
設
は

共
通
し
た
点
が
多
く
あ
る
が
、

所
沢
で
は
、
屋
上
に
草
木
を
植

え
、
武
蔵
野
丘
陵
の
景
色
や
森

に
溶
け
込
ま
せ
る
配
慮
が
さ
れ

て
い
る
。

　

富
士
吉
田
は
、
焼
却
灰
の
灰

溶
融
方
式
は
コ
ス
ト
高
を
理
由

に
採
用
せ
ず
、
最
終
処
分
場
に

埋
め
て
い
る
。

　

視
察
先
3
施
設
は
そ
れ
ぞ
れ

一
長
一
短
は
あ
る
も
の
の
、
人

口
規
模
を
考
え
て
み
る
と
、
設

備
が
過
剰
で
は
な
い
か
と
感
じ

た
。
視
察
で
得
た
知
識
を
活
用

し
、
後
世
に
悔
い
を
残
さ
な
い

施
設
造
り
を
進
め
な
く
て
は
な

ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
視
察

で
あ
っ
た
。

池
田
健
一
郎

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

10
月
24
日
〜
25
日

議
会
廃
棄
物
処
理
場
視
察
報
告

11
月
28
日
〜
29
日

小山川クリーンセンター
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11
月
25
日
、
小
諸
市
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

浅
麓
地
域
活
性
化
議
員
懇
談
会

が
行
わ
れ
た
。

　

「
浅
間
山
の
火
山
活
動
と
防

災
」
と
題
し
て
、
浅
間
山
火
山

防
災
連
絡
事
務
所
長
の
宮
下
誠

氏
の
講
演
を
聞
い
た
。

　

自
然
災
害
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
る
な
か
、
浅
間
山
の
噴
火

に
伴
う
火
砕
流
で
雪
が
解
け
、

土
砂
な
ど
と
混
っ
て
流
れ
下
る

「
融
雪
泥
流
」
の
被
災
想
定
マ

ッ
プ
が
公
表
さ
れ
て
、
そ
の
対

策
の
検
討
が
始
ま
っ
て
い
る
の

で
、
タ
イ
ム
リ
ー
な
研
修
で
あ

っ
た
。

　

講
師
か
ら
、
浅
間
山
火
山
発

達
史
や
噴
火
史
、
爆
発
的
噴
火

の
特
徴
を
霧
島(

新
燃
岳)

や
北

海
道(

十
勝
岳)

の
様
子
と
比
較

し
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
写
し
な
が

ら
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
た
。

　

住
民
の
避
難
に
関
す
る
心
得

と
し
て
、

◎
沢
筋
や
低
地
で
は
、
早
め
に

　

自
ら
の
判
断
に
基
づ
い
て
自

　

主
避
難
す
る
。

◎
危
険
箇
所
を
通
ら
ず
、
泥
流

　

の
流
れ
に
直
角
に
、
近
く
の

　

高
台
な
ど
高
所
に
避
難
す
る
。

◎
近
く
に
高
台
な
ど
高
所
が
な

　

い
場
合
は
、
泥
流
の
力
に
耐

　

え
う
る
丈
夫
な
建
物
に
避
難

　

す
る
。

◎
屋
外
に
泥
流
が
到
達
し
て
い

　

る
場
合
、
ま
た
は
す
ぐ
側
ま

　

で
迫
っ
て
い
る
場
合
は
、
屋

　

外
に
出
ず
、
建
物
の
2
階
以

　

上
に
避
難
す
る
な
ど
の
説
明

　

が
あ
っ
た
。

　

御
代
田
町
マ
ッ
プ
で
は
広
範

囲
に
被
害
の
可
能
性
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
全
町
民
を
対
象
と
す

浅
麓
地
域
活
性
化
議
員
懇
談
会

議 会 日 誌 式典・町定例議会等は除く

14
日 

佐
久
水
道
企
業
団
例
月
監
査

15
日 

町
議
会
全
員
協
議
会

21
日 

町
議
会
運
営
委
員
会
・
第
4
回
臨
時
会

29
日 

佐
久
水
道
企
業
団
議
会
運
営
委
員
会

9
月

3
日 

佐
久
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会
・
第
3
回
定
例
会

5
日 

佐
久
水
道
企
業
団
議
会
第
2
回
臨
時
会

12
日 

町
議
会
全
員
協
議
会

18
日 

北
佐
久
郡
議
会
議
長
連
絡
協
議
会

19
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

26
日 

県
町
村
議
会
議
長
会
第
13
回
定
期
総
会

27
日 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

31
日
〜
11
月
2
日

 

浅
麓
水
道
企
業
団
議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

10
月

1
日
〜
2
日 

佐
久
水
道
企
業
団
議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

7
日
〜
8
日 

町
民
建
設
経
済
常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修

9
日
〜
11
日 

佐
久
広
域
連
合
議
会
議
員
行
政
視
察
研
修

15
日
〜
16
日 

第
55
回
町
村
議
会
議
長
全
国
大
会

21
日
〜
22
日 

総
務
福
祉
文
教
常
任
委
員
会
行
政
視
察
研
修

24
日 

佐
久
広
域
連
合
議
会
運
営
委
員
会

25
日 

町
議
会
全
員
協
議
会
・
議
会
運
営
委
員
会

28
日
〜
29
日 

小
山
川
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
他
視
察
研
修

11
月

1
日 

佐
久
水
道
企
業
団
例
月
監
査

12
月

る
説
明
会
も
開
か
れ
、
「
自
宅

の
位
置
や
地
形
を
あ
ら
た
め
て

確
認
し
、
も
し
も
の
際
に
ど
の

よ
う
に
行
動
す
る
か
を
知
識
と

し
て
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
総

務
課
担
当
者
の
話
を
補
完
す
る

内
容
で
も
あ
っ
た
。

　

来
年
度
に
は
国
も
噴
火
時
を

想
定
し
た
砂
防
事
業
も
開
始
さ

れ
る
よ
う
で
、
参
考
に
な
る
講

演
で
あ
っ
た
。

東
口　

重
信


